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ご参加ありがとう
　ございました！
ご参加ありがとう
　ございました！
ご参加ありがとう
　ございました！
　サロンフェスティバルは、生きがいづくりや地域でのつ
ながりの構築において大きな役割を果たしているサロンの
作品展示やプログラム体験を通して、サロン活動への関心
を高め、一人ひとりの居場所と役割のある地域づくり、介護
予防活動の推進を目的に11月11日（金）・11月12日（土）の
両日大田市民会館　中ホールで開催しました。
　当日は、ものづくり・脳トレ・茶話会・運動の４つのプログラム体験ブースに本会職員が入り、
交流させていただいたことで、参加者との距離が縮まりました。また市内で活動中のサロンの作品
展示は、作品作りの参考や新たな発想に繋がったと思われます。
　参加者からは、「今後、サロンで取り組みます」「サロンに来て
やり方を教えてくれますか」などのお声をいただき、職員とゆっ
くりお話いただくことで新たなご縁もありました。　
　開催したことでサロンの啓発・推進のみならず、サロンの取り
組みを通して、安心して暮らせることが地域の活力につながって
いることも伝えられたと感じましたので、来年も開催予定です。

茶話会ブース茶話会ブース 脳トレブース脳トレブースものづくりブースものづくりブース 運動ブース運動ブース

サロンの立ち上げ検討や市内の

サロンの取り組み内容を知りたい方は、

大田市社会福祉協議会

（８２－００９１）

までお気軽に

ご連絡ください。

サロンの立ち上げ検討や市内の

サロンの取り組み内容を知りたい方は、

大田市社会福祉協議会

（８２－００９１）

までお気軽に

ご連絡ください。

サロンフェスティバルサロンフェスティバル初開催

　より相談しやすい環境やきっかけを創るため、イベントや
サロンに出張します！
　 ●軽スポーツのインストラクターとして
　 ●ボッチャのインストラクターとして
　 ●喫茶コーナーのマスターとして　etc.
　様々なきっかけでお邪魔させていただき、皆さんの活動を
一緒に盛り上げます！お邪魔した際には、「ふくしよろず相談
窓口」のご紹介をさせてください。

ご要望・お問合せ 大田市社会福祉協議会　地域福祉課まで

出張します！ふくしよろず相談窓口出張します！ふくしよろず相談窓口

のぼり旗を
持って

伺います！
のぼり旗を

持って

伺います！



　　　　地域の福祉促進に寄与する事業
　　　　（備品整備も可）
　　　　地域において福祉活動を行なう島根県内
　　　　の団体
　　　　１団体あたりの助成額は原則10万円を
　　　　限度とし、15団体程度を予定
　　　　所定の申請書・必要書類を添付し、島根県
　　　　社会福祉協議会、または大田市社会福祉
　　　　協議会へ提出　※申請書は「島根いきいき
　　　　広場」ホームページよりダウンロードで
　　　　きます（https://www.shimane-ikiiki.jp/）
　　　　令和5年1月13日（金）必着
　　　　（大田市社会福祉協議会受付分）
　　　　※島根県社会福祉協議会へ直接提出され
　　　　　る団体は、令和5年1月24日（火）必着

（２）社協だより 第103号 2022.12

　11月6日に島根県西部地震から4年フォーラムを開催しました。
今年のテーマは「地域サロンで防災・減災」！普段の繋がりの中に、
不安を和らげたり気持ちを落ち着かせるモノがあるのではないかと
いうことで、「安心のおすそ分け」がキーワード。私たちが地域へ
出掛けた際のエピソードから感じたり、学んだりしたことをお伝えさせていただきました。
　〇それぞれのエピソードから見えてくる「自助の原動力となっているモノ」
　〇防災の為の取り組みでなくても、実際に活きた繋がり
　〇あまり意識することはないけど、意識することで見えてくるモノ
　交流タイムでは、参加者さん同士でそれぞれの気持ちやエピソードを共有しました。
　そして、我々も地域の一員として出掛けて、ひとつひとつのエピソードを共有しながら、その
取り組みの意義や意味をさがしていくことの大切さを改めて感じました。

安心のおすそ分け

ご協力ありがとうございました！
10月に実施した衣類ドライブ第２弾では多くの方にご協力、
ご来場いただきました！
第１弾を上回るご盛況に驚いています♪
実は、会場に並べきれなかった衣類がいくつかありまして…
無料バザーpart2を行います！
※今回、衣類の回収は行いませんm(__)m

令和４年度　山陰中央新報社会福祉事業団
「愛のともしび募金」助成事業募集中！
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おめでとうございました。 益々のご活躍をお祈り申し上げます。

◆島根県民生児童委員協議会会長表彰
大 田 町　 西村日出子 様
大 田 町　 江 藤 　 正 様
大 田 町　 小 田 時 通 様
大 田 町　 山 内 光 枝 様
長 久 町　 居 石 純 子 様
長 久 町　 武安みな子 様
久 手 町　 平 田 和 巳 様
川 合 町　 小林富紀子 様
川 合 町　 生 越 雅 子 様
三 瓶 町　 前 島 智 子 様
三 瓶 町　 田 中 　 眞 様

三 瓶 町　 大　佐惠子 様
山 口 町　 亀 谷 惠 隆 様
山 口 町　 大國一津美 様
富 山 町　 鳥　尾　博 様
五十猛町　 古 和 嘉 人 様
温泉津町　 森 田 修 二 様
温泉津町　 橋 目 好 賢 様
温泉津町　 小 川 博 子 様
温泉津町　 坂本久美子 様
仁 摩 町　 田 中 エ イ 様
仁 摩 町　 松 浦 美 幸 様

大 屋 町　 毛利壽惠子 様
三 瓶 町　 梶 谷 郁 子 様

大 森 町　 三ッ井道廣 様
大 代 町　 小笠原惠功 様

（民生委員・児童委員永年勤続功労者）

◆島根県社会福祉協議会会長表彰

大 田 町　 岩田佳代子 様
長 久 町　 山 﨑 憲 夫 様

久 手 町　 三 谷 卓 美 様
川 合 町　 山 根 茂 樹 様

（民生委員・児童委員功労者）

◆知事感謝状

富 山 町　 竹 下 實 則 様
（民生委員・児童委員として社会福祉の増進に多大な貢献をした者）

◆全国民生委員児童委員連合会会長表彰
鳥 井 町　 内藤美佐子 様
大 森 町　 吉田満壽美 様

大 代 町　 佐 藤 京 子 様

令和4年度しまね県民福祉大会表彰受賞者

令和4年度全国民生委員児童委員連合会会長表彰受賞者
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温　 泉　 津仁　　　　　　　　摩

氏
　
名

担
当
区
域

湯　里 主 大  森
長
見　
早
苗

銀
山
、駒
ノ
足
、新
町

水  上
高　　　　　　　　山温 　　　泉　　　 津

氏
　
名

地
区主主

担
当
区
域

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
住
民
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手

で
す
。

水
田
久
仁
子

三
ツ
井
道
廣

吉
田
満
壽
美

小
笠
原
恵
功

大　代
大
場　
清
志

佐
藤　
京
子

三
明　
浄
信

　
井　
明
海

中
祖　
千
鶴

　
　 

活
動
の
目
的
は
？

　
　
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、常
に

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、

住
民
が
尊
厳
を
も
っ
て
そ
の
人
ら
し

い
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

　 

　
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？ 

　　 

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
 

活
動
の
７
つ
の
は
た
ら
き

　
①
社
会
調
査
の
は
た
ら
き

　
担
当
区
域
内
の
住
民
の
実
態
や
福

祉
需
要
を
日
常
的
に
把
握
し
ま
す
。

②
相
談
の
は
た
ら
き

　
地
域
住
民
が
か
か
え
る
問
題
に
つ

い
て
、
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
の
り
ま
す
。

③
情
報
提
供
の
は
た
ら
き

　
社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
情
報
を
住
民

に
的
確
に
提
供
し
ま
す
。

④
連
絡
通
報
の
は
た
ら
き

　
住
民
が
、個
々
の
福
祉
需
要
に
応
じ

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う

関
係
行
政
機
関
、
施
設
、
団
体
等
に

連
絡
し
、
必
要
な
対
応
を
促
す
パ
イ

プ
の
役
割
を
つ
と
め
ま
す
。

⑤
調
整
の
は
た
ら
き

　
住
民
の
福
祉
需
要
に
対
応
し
、
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

⑥
生
活
支
援
の
は
た
ら
き

　
住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活
動
を

自
ら
行
い
、
支
援
体
制
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。

⑦
意
見
具
申
の
は
た
ら
き

　
活
動
を
通
じ
て
得
た
問
題
点
や
改

善
策
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
、
必
要

に
応
じ
て
民
生
児
童
委
員
協
議
会
を

と
お
し
て
関
係
機
関
な
ど
に
意
見
を

提
起
し
ま
す
。

祖　式
石
原　
博
子

大
原　
愛
子

温　泉　津
田
中　
健
治

工
通　
千
鶴

山
内　
周
平

井　 田主 主

中
尾　
範
彦

井
戸　
悦
子

仁 万 ・ 天 河 内
木
島　
栄
子

木
村　
光
江

水
上　
　
隆

竹
下　
賢
治
立
目

清
水　
　
隆
東
山
、
大
井
手

松
本　
欣
子
栄
、
朝
日

駒
井　
德
生
末
広
、
灘
、

港
、
本
町

髙
津　
眞
悟

《
欠 
員
》

木
建　
弘
康

酢
谷　
広
美

大
野　
恭
子

大
森
町

宮
の
前
、
昭
和
、

下
佐
摩

水
上
町
、
祖
式
町
、

大
代
町

三
久
須
上
、三
久
須
中
、

三
久
須
下

高
津
上
、高
津
下
、

米
山
、本
郷
上
、本
郷
下

福
原
上
、
福
原
中
、

福
原
下
、又
持
、荻
原

大
原
、
伊
勢
階
、

横
谷

本
郷
、
山
田
、
飯
谷
、

右
原
、
久
具

上
市
、
下
市
、
下
谷
、

植
松
、
八
反
田

川
上
、
柿
田
、
椿
、

四
日
市

矢
滝
、
上
瀬
戸
、

向
川
、
下
瀬
戸

上
町
、
山
中
、
下
町

稲
荷
町
、寺
町
、本
町
、

沖
浦
、沖
泊

本
町
上
、本
町
中
、戎
町
上
、

戎
町
下
、上
毛
、高
瀬

上
村
東
、上
村
西
、

飯
原
上
、飯
原
下

温
泉
津
、
湯
里

湊
中
、湊
七
区
、湊
八
区
、

釜
野
、都
合

森
分
、
湊
東
、

湊
西
、
湊
南

箱
坂
、
市
、

林
、
白
谷

湯
港
甲
、
湯
港
乙
、

湯
港
丙
、
湯
里
松
山

古
川
、
小
池
、

今
浦
中
、
今
浦
西

中
組
、
本
郷
、
清
水

中
村
、淵
江
、願
城
寺
、

西
垣
内
、野
田

吉
浦
東
、
地
蔵
町
、

上
口
、
空
口

武
部　
理
恵

東　
　
輝
男

河
村　
隆
弘

久
保
上
正
守

小
川　
和
美

上
中
荻
、
菰
口
、

境
橋
、
太
田
二
区

上
井
田
、
隅
田
、

城
郷
、
中
正
路

福
田
、
殿
村
、
井
尻

太
田
一
区
、
横
道
、

津
淵

寺
ヶ
内

仁
摩
町

八
幡
、
高
浜

白
石
、
原
井
戸
、

日
ノ
本

福　波

民
生
委
員
・

　

児
童
委
員
と
は
？

東
、
西
、
北

宮
本　
春
樹
山
町
、
宮
口
、

申
神
、
夕
永

渡
邊　
　
二

大　国 宅　野
松
浦　
美
幸

井
上　
　
隆

高
橋
か
を
る

川
上　
妙
美

馬　 路
金
﨑
美
佐
江

山
本　
浩
二

主

坂
野　
誠
子
仁
摩
町

宮
村
上
、
宮
村
下
、

和
田
、
川
西

東
町
、
浜
町
、
西
町
、

津
辺
、
鈩

神
畑
、友
、西
馬
路
、前
馬
路
、

中
町
、本
郷
、向

朝
日
、
南
、
東
新
町
、

西
新
町

中
市
、
上
市
、
狭
平

草
木
原
、
冠
羽
、

上
野

主
任
児
童
委
員

○主※
欠
員
地
区
に
つ
い
て
は
委
員
が
決
ま
り

　
次
第
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

松
山
、
松
山
西
、

日
祖

吉
村　
信
恵

森
田　
修
二

本
町
下
、
西
町
東
、

西
町
西
、
波
路
浦

山
下　
啓
介

川
上　
恵
子

民
生
委
員
・

　

児
童
委
員
と
は
？
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〒694-0064 大田市大田町大田イ128番地
　　　　　ＴＥＬ０８５４－８４－０２６６
　　　　　ＦＡＸ０８５４－８２－９９６０
月曜日・木曜日 8：30～17：00（祝日休）

大田市シニアクラブ連合会

〝 〝ずっと つながる

友
愛
奉仕 健

康

〝 ホッと つたわる〝

≪囲碁Ａ級B級混合≫（初段～）
　 優　勝　 山 崎 桝 蔵
　 準優勝　 川 上 堅 次
≪囲碁Ｃ級≫（１級以下） 
　 優　勝　 伊 藤 正 司
　 準優勝　 和 田 　 猛

成　績

社協だより 第103号 2022.12

今後の行事予定今後の行事予定今後の行事予定

○芸能大会
 2月10日（金）大田市民会館大ホール
○福祉展
 3月4日（土）5日（日）大田市民センター４階

令和５年
（事務局）

　2023年に開催される「ねんりんピック」の美術展において、大田市では「書」を
出品することとなりました。そこで、シニアクラブ連合会「福祉展」会場にて選考
会を行います。全国規模の美術展への選考会です。ご出品お待ちいたしております。

選考方法　シニアクラブ連合会「福祉展」の観覧者の投票により出品作品を決定　　　　
　　　　　投票の多かった作品、上位2作品を島根県代表としてねんりんピックに出品
展示及び選考場所　市民センター４階　令和5年3月4日・5日の福祉展内において

対象作品　「書」
出品規格　❶漢字・かな・篆刻・調和体及び前衛・刻字を問わない
　　　　　❷額・枠・軸装いずれも可　表装仕上がり寸法は1.5㎡以内とし、縦形式は一辺が242㎝、
　　　　　　横形式は一辺が182㎝以内とする。尚、ガラスは不可・重量は10㎏以内とする。　
　　　　　❸篆刻作品は印影のみの作品とし、縦39㎝×横30㎝以内の額装とする。刻字作品の 
　　　　　　大きさもこれに準ずる。
　　　　　❹釈文を作品の裏面に添付すること。

第35回 全国健康福祉祭えひめ大会

主催：厚生労働省・愛媛県・（一財）長寿社会開発センター
共催：スポーツ庁

≪ねんりんピック愛顔のえひめ2023≫

ねんりんを重ねた愛顔（えがお）伊予に咲く

令和5年10月28日（土）～31日（火）

令和4年度「福祉展」（令和5年3月4日・5日）会場にて

詳しくは
シニアクラブ連合会事務局まで
お尋ねください

詳しくは
シニアクラブ連合会事務局まで
お尋ねくださいテーマ

右記 大会
選ばれた作品は、
右記の大会に
出品させて頂きます

「ねんりんピックえひめ２０２３美術展」出品選考会を開催

◇期日  令和４年10月28日（木）
◇会場  大田市民センター４階
◇期日  令和４年10月27日（木）
◇会場  大田市民センター４階

 　６位　大田ことぶきＡ
 １３位　朝山朝寿会
 ２９位　川合福吉会
 ５０位　久利寿会
 ６０位　水上銀笑会

 準優勝　馬 庭 保 夫（大田）
 １４位　知野見ふみ子（朝山）
 １７位　福 田 幸 司（久利）
 ２４位　知野見義博（朝山）
 ３２位　川 村 克 己（川合）

団　体　６０団体中 個　人　２６３名中

令和4年度 まめなかいしまね
 グラウンド・ゴルフ大会 ご報告
令和4年度 まめなかいしまね
 グラウンド・ゴルフ大会 ご報告
令和4年度 まめなかいしまね
 グラウンド・ゴルフ大会 ご報告

※参加者不足のためA級・B級は混合とし、
　将棋は中止と致しました。

令和４年度  囲碁・将棋大会
○島根県  教育優良団体表彰
○全老連  優良老人クラブ会長表彰

　このたび「久利町寿会」が長年積重ねてこられた活動を評価され、島根県ならびに
全老連より表彰されました。前回の「県老連 活動賞大賞・全老連 活動賞」に続いて
栄誉ある賞を受賞されましたこと、お慶び申し上げます。写真は「島根県 教育優良
団体表彰」表彰式の写真です。       

久利町寿会表彰のご報告久利町寿会表彰のご報告

≪男性最高齢者賞≫　
見戸新三郎（久利寿会）

≪女性最高齢者賞≫　
野 原 玉 江（大田ことぶき）

令和4年11月28日（月）出雲ドームで開催されました。
17市町村から65チーム263名の参加があり、大田市は5チーム20名で挑戦。
馬庭保夫さん、個人での準優勝おめでとうございます！！
多くの方が昨年以上の好成績を収められ、最高齢者賞は男女ともに大田市が
受賞！うれしい報告をいただきました。結果は以下の通りです。



大
田
市
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
社
会
福
祉
法
人
へ
の
寄
付
は
、
個
人
は
所
得
税
法
ま
た
は
租
税
特
別

　
措
置
法
寄
附
金
控
除
、法
人
は
法
人
税
法
上
の
損
金
算
入
が
出
来
ま
す

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

大田市社会福祉協議会は福祉活動を中心に活動していますが、人権に関する内容も多くあります。「石見銀山遺跡と
その文化的景観」を世界遺産に登録したユネスコは「人類の平和と人権の尊重」をめざしています。

（
令
和
４
年
10
月
〜
令
和
４
年
11
月
受
付
分
順
不
同・敬
称
略
）

以
上
、８
６
８
，５
８
７
円
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
古
切
手
も

多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
毎
年
の
こ
と
な
の
で
す
が
、

　
　
　
　
秋
を
迎
え
る
と
あ
っ
と
い
う
間

　
　
　
　
に
十
二
月
が
や
っ
て
き
て
、
今

　
　
　
　
年
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
！
と
、

　
　
　
　
な
ん
だ
か
寂
し
い
気
持
ち
に
な

　
　
　
　
り
ま
す
。あ
れ
も
し
た
か
っ
た
、

こ
れ
も
や
っ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
心
残

り
が
溢
れ
て
し
ま
う
年
末
で
す
。

　
一
方
で
、
来
年
に
向
け
た
「
や
り
た
い

こ
と
リ
ス
ト
」
へ
の
楽
し
い
妄
想
は
広
が

る
ば
か
り
。
こ
れ
が
妄
想
だ
け
で
終
わ

ら
な
い
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
進
め
て
行
こ

う
！
と
、
今
年
も
決
心
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
年
も
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
様
々
な

場
面
か
ら
市
社
協
の
取
組
み
に
ご
理
解
と

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
し
い
年
も
み
な
さ

ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
市
社
協
職
員
一
同
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
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仁
摩　

服
部　

隆
一　

井
戸　

成
子

　
　
　

加
藤　

健
二　

田
中　

弘
二

　
　
　

水
上　
　

章

愛
知
県　

髙
橋　

誠
治

○一般
寄
付

大
田　

宮
元　

セ
キ　

福
島
恵
美
子

朝
山　

若
葉
会

久
手　

西
村　

俊
二

仁
摩　

渡
邉　
　

均

雲
南
市　

坂
田　

安
司

若
葉
会
（
Ｏ
Ｂ
会
）

な
る
た
き
薬
局

　
○
食
品
の
寄
贈

鳥
井　

山
室
ま
こ
と

温
泉
津　

小
川　

和
邦

温
泉
津　

安
楽
寺

仁
摩　

花
田　

文
代

福
波
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

生
長
の
家
白
鳩
会
大
田
地
区
連

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
山
陰
教
区
教
務
所

株
式
会
社
み
し
ま
や
大
田
長
久
店

　
他
多
数
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
○
香
典
返
し
寄
付

大
田　

俵　
　

拓
夫　

佐
藤　

幸
恵

　
　
　

水
本　

吉
行　

金
折
真
理
恵

　
　
　

佐
藤　

忠
雄　

黒
石　

政
三

　
　
　

祭
田　

順
子　

横
畠　

弘
典

　
　
　

松
本　

孝
幸　

渡
利　

篤
司

　
　
　

松
本　

尚
央　

和
田　
　

亮

川
合　

林　
　

徳
枝　

柳
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●行政書士は、官公署（国、県、市町村役場、警察署など）に
　提出する書類の作成、相談、申請手続きを代理しています。
●行政書士は、次のような業務を行っています。
　相続手続き、遺産分割協議書の作成及び相談。戸籍・住民
　票関係の取得代理。各種営業許可、農地転用許可、車庫
　証明などの書類作成、相談、申請手続き代理。契約書、
　議事録、会計帳簿などの作成、相談。
●身近なお困りごと、気楽にご相談ください。

「令和５年２月２２日は、行政書士記念日」です。

行政書士は頼れる街の法律家

島根県行政書士会大田支部会員

（８）

松尾　　操(三瓶町)　　 楫　　得男(長久町)
太田　充夫(大田町)　　 石橋　　護(五十猛町)
小浪　　裕(大田町)　　 黒田　突義(鳥井町)
三森のり子(大田町)　　 楫　　　伸(長久町)
和田　公一(大田町)　　 宇谷　尚浩(長久町)
渡　　和基(大代町)　　 和田　浩司(大田町)
田邊　和利(長久町)　　 藤江　達哉(大田町)
知野見清二(波根町)　　 和田章一郎(久手町)
和田　稔己(大田町)　　 川上　明宏(長久町)
稗田　正伸(大田町)　　 松田　礼子(静間町)よ
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